
町
名
や
地
番
の
混
乱
し
て
い
る
地
域
の
住
闘
の
表
示
を
、
新
し
く
わ
か

り
や
す
い
も
の
じ
整
備
し
よ
う
と
い
う
計
画
が
い
ま
全
国
の
都
市
で
す
す

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

魚
津
市
で
も
、
国
道
八
号
線
の
海
側
寄
り
の
市
街
地
を
対
象
に
し
て
、

新
し
い
住
所
の
表
わ
し
方
に
改
め
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

昭
和
引
年
度
は
、
と
り
あ
え
ず
経
田
地
区
の
一
部

0
・
六
平
方
キ
ロ
を

4
月
1
日
の
実
施
を
予
定
し
、
い
ま
基
礎
調
査
を
行
な
い
準
備
を
す
す
め

て
お
り
ま
す
。

…
住

居

表

示

の

方

法

…

は

っ
き
り
区
切
り
ま
す
。
ひ
と
つ
の
町

i
'
'
s
f
，，，
1
s
j
，e
'
'
t

の
広
さ
は
、
商
業
地
域
が
六
万
六
千
平

わ
か
り
や
す
い
番
号
で

方
抗
、
住
宅
地
域
が
九
万
九
千
平
方
M

わ
が
国
で
は
、
む
か
し
か
ら
住
居
の
が
適
当
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

表
示
に
は
、
土
地
仁
つ
け
ら
れ
た
地
番
し
た
が
っ
て
、
い
ま
ま
で
道
路
な
ど

号
が
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
時
代
が
が
境
界
と
な
っ
て
い
な
い
所
で
は
、
町

す
す
む
に
つ
れ
、
土
地
の
売
り
買
い
な
界
が
変
わ
っ
た
り
、
町
の
分
割
、
合
併

ど
で
、
市
街
地
ほ
ど
町
名
地
番
が
複
雑
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

に
な
り
、
混
乱
し
て
き
で
い
ま
す
。

ま

た
、
町
名
は
で
き
る
だ
け
読
み
や

住

居

の

番

号

こ
の
た
め
、
郵
便
物
な
ど
が
お
く
れ
す
い
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

一
て
配
達
さ
れ
た
り
、
.訪

ね

る

人

の

家

を

ん

。

い

ま

ま

で

述

べ

た

こ

と
は
、

町
の
形

2ι
探
す
の
に
、
ム
ダ
な
時
聞
を
費
い
や
す
ひ
と
つ
の
町
が
道
路
、
河
川
な
ど
で
と
町
の
中
の
街
区
の
こ
と
で
す
が
、
以

週
周
一

な
ど、

日
常
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
官

公

決

ま
り
ま
す
と
、
そ
の
町
の
中
を
さ
ら
上
の
こ
と
で

O
O町
O
番
ま
で
決
ま
り

一
署
な
ど
の
事
務
処
理
に
も
、
多
く
の
障
に
道
路
な
ど
で
区
切
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
残
さ
れ
て
い
る
の
は
個

一
害

が

で

て

き

ま

し

た

。

を

寸

街

区

」

と

い

い

ま

す
。
こ
の
「
街
々
の
住
居
で
す
1

乙
れ
は
下
図
に
示
す

一

そ
こ
で
乙
の
状
態
を
一

日
も
早
く
解
区
」
の
広
さ
は
家
屋
の
密
度
な
ど
の
状
よ
う
に
、
市
の
中
心
に
近
い
と
乙
ろ
を

色
一
一

消
し
よ
う
と
¥
自
治
省
を
中
心
に
合
理
凶
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
ま
す
が
、
大
体
起
点
と
し
て
、
右
回
り
に
一
定
の
間
隔

ペ
，一

的
な
住
居
表
示
め
研
究
を
す
す
め
、
法
の
標
準
は
三
千

i
五
千
平
方

M
、
一戸
数

(十
M
)
に
区
切
っ
て
、
順
次
に
基
礎

一
律
を
つ
く
っ
て
、
ま
ず
市

J

L

i

t

h

番
号
を
つ
け
、
そ
の
間
隔
内
を
主
要
出

周
{

・

凶
、
品
を
i
』
叫
↑
b

u
¥
?

-
街
地
か
ら
怒
怖
を
す
す
め

げ

4
r
fャ

一
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
わ

一一

議

哲

戸
け
で
す
。

品
棋
器
官

戸

当
市
の
場
合
、
大
字
に

，
関

¥
a

一
よ
る
町
の
規
棋
は
ま
ち
芸

、

グ

戸
総

一
ち
で
、
土
地
台
帳
に
よ
る

.
話
野
連
刷
用

-
小
さ
い
町
と
し
て
は
、
橋

縦
揺
摺
繍

町
乱

戸
向
町
の
約
千
六
高
平
方
M
削

除

機

J
尚

議
叩
大
き
い
も
の
に
は
浜
経
団

¥
ai

錫

{
の
約
六
十
三
万
四
千
平
方

組

習

年
副

h
Mが
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

制
開
諮
問加

町一
樹
、
明
浜
続
凹
宅
は
‘
九
つ
の
通

臨

海
磁

杭

g
h
称
町
名
が
朋
い
ら
れ
て
い

J
v
u
h

昭
第

宇

司

持

市

留
島

j
i
¥

『
る
現
状
ーで
す
Q

し叩
風

習

一
道
路
や
川
を
境
界
に

【総

一誠

一

新
し
い
住
居
表
一
郁
子

選

二

基

一
す
め
る
方
法
と
し
て
、
ま

a'
副
食
忠

一
ず
町
の
形
を
つ
街
区
方
式

7
・議

案

〉
甲
」
ど
い
ヴ
て
、
道
路
や
河

-
¥ノ
ふ

云

(
F
川
ヘ
鉄
道
芯
ど
、
わ
か
り

?
議

芯

-
や
す
い
も
の
ち
占
境
界
を
'川
市
ユ
術
語

く第246号〉昭和4'2年2月 1目発行幸良広市

発 行所

富山県魚津市役所
編集発行人前瀬善一郎

〈毎月1日発行〉

人口のうごき

男女計

28 33 61人
13 19 32ノ¥
35組

魚 津市荒町

小 浜印刷所

生

亡

姻

出

死

婚

区

乙 T之、 す三
;_j L_j L____j L__j LJ L ' !L笠窓口主

]白-CDl罰問「誌;語
]!国回回目〔5252
lilolr;tD訂囚[32き
」ilLJJE-Eコl[じ22 5 
1亡コばユL ¥ ¥幻自ぷ

、をま

入
口
に
し
て
い
る
家
屋
に
、
そ
の
裁
悦

番
号
と
同
じ
番
号
「
住
居
番
号
」
が
つ

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
住
所
の
表
わ
し
方
は
、

「

i

街

区

住

居

町

宅

符

号

番

号

、s
t
r
・J1
ト
J

、l
f
J

魚
津
市
平
和
町
一
番
五
号

と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

V$') 

(1;) 

」経
岡
地
区
の
住
居
表
示
を
行
な
う
地

区
で
は
、
出
入
口
調
査
、
番
地
調
査
な

ど
実
施
中
で
す
が

w
2月
中
旬
に
地
元

代
表
や
行
政
機
関
か
ら
な
る
住
居
表
示

審
議
会
を
設
け
て
、一
調
査
、
検
討
し
で

も
ら
い
、
市
議
会
の
議
決
を
経
て

4
月

1
日
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

新
し
い
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
れ
ば

各
世
帯
に
対
し
、
住
居
番
号
を
通
知
し

ま
す
が
、
乙
れ
に
と
も
な
っ
て
、

住
所

変
更
届
な
ど
が
必
要
に
な

っ
て

き
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
後
首
、

，本
紙
で
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

経
田
地
区
が
終
わ
り
ま
す
と
、
火
災

復
興
区
域
を
中
心
に
、
住
尉
表
示
を
す

す
め
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

簡

略

化

さ

れ

た

所
得
税
・
事
業
税
・
住
民
税
の
申
告

期

限

も

3
月

日

日

に

統

一

所
得
税
の
確
定
坤
告
の
時
期
が
ま

事
業
税
1

住
民
税
に
関
す
る
事
項
を

い
り
ま
し
た
。
昭
和
計
年
中
の
所
得
記
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
白
い
ま
ま
で

の
申
告
と
納
税
は
2
月
日
日
か
ら
、

別
々
に
申
告
し
て
い
た
事
項
が
一
枚

3
月
日
日
ま
で
で
す
か
ら
期
限
に
お
の
申
告
書
で
足
り
る
よ
う
に
改
め
ら

日渓
ね
泣
い
よ
う
早
め
に
申
告
と
納
税
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
個
人
事
業
税

き
を
す
ま
せ
て
ぐ
だ
さ
い
。
や
個
人
住
民
税
の
申
告
の
義
務
の
あ

し
か
ら
納
税
者
の
み
な
さ
ん

る
人
ぜ
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を

手
続
き
を
簡
略
化
す
る
た
め
提
出
し
な
い
人
は
、
事
業
税
ま
た
は

の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た

住
民
税
の
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ

個
人
事
業
税
や
個
人
住
民
税
ば
な
り
ま
せ
ん
。

を
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
お
ん、
所
得
金
額
か
ら
扶
養
舵

し
た
。

e
-

、

除
、
配
偶
者
鐙
除
、
基
礎
控
除
な
ど

り
所
得
税
め
確
定
申
告
書
に
T

'

在
差
引
い
た
結
果
、
所
得
税
の
椛
定

寸

出
利
引
平
中
の
出
生
は

-

一

政
後
、
服
地
改
市
に
よ
っ
て
民
地
を

五
百
六
十
八
人

(男
二
百
一

み

ん

な

で

歩

き

ま

し

ょ

う

一
買
収
さ
れ
た
万
に
対
す
る
黙
阿
と
し
て

九
十
七
人
、
女
二
百
七
十

一

歩

こ

う

会

6
月

ま

で

の

計

図

一闘
が
、
本
人
ま
た
は
そ
の
遺
族
に
、
民

一

一
也
被
貿
収
者
給
付
金
を
交
付
す
る
こ
と

一
人
)
で
、
前
年
よ
り
四

一

歩
乙
う
会
は
、
こ
と
し
も
毎
月
第
一
ま
す
。

一
に
な
っ
て
い
ま
す
o

十
九
人
少
な
く
な
っ
て
い
一
日
眼
目
に
実
施
さ
れ
ま
す
o

お
と
し
よ
マ

4
月
2
日
リ
西
部
中
学
校
発
|
大
先

一

乙
の
請
求
受
付
け
は
、
昭
和
位
年
3

ま

す

口

一

り

で

も

、
子
ど
も
で
も
、
誰
で
も
気
軽
寺
|
宮
津

l
開
木
山
に
至
り
、

県
道

一
月
引
日
で
打
ち
切
る
こ
と
に
な
っ
て
お

死
亡
は
三
百
八
十
人
(
一
る
に
参
加
で
き
ま
す
。
ふ
だ
ん
運
動
不
大
谷
線
を
通
り
帰
り
ま
す
。

一
り
ま
す
の
で
、
未
請
求
の
人
は
、
い
ま

男
二
百
三
人
、
女
百
七
十
一
足
の
人
は
歩
く
こ
と
が
い
ち
ば
ゐ
良
い
マ

5
月
7
日
H
市
役
所
前
か
ら
住
吉
|
一

農

地

報

償

の

請

求

七
人
)
で
、
出
生
、
空
卜
」
一
健
康
法
だ
と
い
え
ま
す
o

み

ん

な

い

っ

出

l
金
山
谷
|
鹿
熊
|
白
倉
健
道
ま

一

安
付
け
3
月
末
ま
で

差
引
き
百
八
十
八
人
が
官
一
札
れ
刊
誌
矧
抑
制
時
誌
は
い

マ
ロ
月
一一

m
M
M
μ
印
刷
町
付
付
…

一す
ぐ
市
役
所
農
政
課
ハ
農
業
セ
ン
タ
ー

然
増
と
な
っ
て
い
ま
す
一
て
、
の
び
の
び
と
し
た
一
日
を
過
ご
し
池
谷
|
松
倉
小
学
校
|
大
光
寺
|
西

一内
)
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
o

い
っ
ぽ
う
転
入
者
は
千
一
ま
し
ょ
う
o

中
前
に
帰
り
ま
す
o

一

報
償
金
は
、
回
は
三
十
歩
、
州
は
五

五
百
二
十
三
人、

転
出
者

一

魚
津
歩
乙
う
会
で
は
、
乙
と
し
の
上
一

i
l
l
i
l
i
-
-ー
ー
ー

一十
歩
以
上
の
農
地
を
買
収
さ
れ
た
人
に

は
千
六
百
二
十
五
人
で
、
差
引
き
百
二
一
半
期
の
計
画
を
次
の
よ
う
に
決
め
ま
し

一

奨

学

資

金

の

申

込

み

一交
付
さ
れ
ま
す
o

そ
の
金
額
は
、

一
反

人
転
出
者
が
多
い
乙
と
に
な
り
ま
す
o

一
た
が
、
健
康
な
か
ら
だ
を
つ
く
る
た
め
一

一歩
未
満
の
人
に
は
一
万
円
、

一
町
歩
ま

一

一

3

月

叩

日

ま

で

一
で
の
人
に
は
一
反
捗
あ
た
り
二
万
円
と

乙
の
結
果
、
引
年
中
に
八
十
六
人
ふ

一
に
ぜ
ひ
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

一

一

え
た
こ
と
に
な
り

J
3
1
7月
5
日
リ
体
力
テ
ス
ト
、
ゲ
1
ム
一
市
で
は
高
校
あ
る
い
は
大
学

へ
入

学

ヲ

収

時

l
i
l--

四
万
七
千
三
人
、
世
帯
数
十
三
万
六
百

一

歌
唱
指
導
を
午
前
9
時
か
ら
市
民
会
一
さ
れ
る
人
の
う
ち
、
経
済
的
な
盟
由
か
一聞

脳

間

開

寸

刻
別

基

臨

贋

酪

」勺

一一

館
で

一
ら
修
学
が
凶
難
で
、
し
か
も
成
績
が
優

一園

田
園

開

t
i
圃
圃

十
九
世
帯
と
な
り
ま
し
，

一

一

一

圃
曙
酒
田
闘
』唯一
日
関
鳴
J
圃
・
圏
掴

1

5

3
月
5
日
H
市
佼
所
前
発
l
旧
国
道
一
秀
な
人
に
対
し
て
奨
学
資
金
を
貸
与
し

E
E
E闘

-v仁
じ
川
レ
臨
・
』
圃

ま
た
、
婚
姻
は
四
百
五
十
四
組
、
離

一

を

経

て

日

本

カ

ー

バ

イ

ド

早

月

工

場

一

て

お

り

ま

す

。

由

回

闘

租

'm寝起
園

圃
照

幽

婚
は
三
十
七
件
あ
り
ま
し
た
。

一

号

室

、
同
工
場
見
学
し
て
帰
り

一

こ
と
し
も
次
の
よ
う
に
資
金
を
お
貸

一

Z
'
iJ
議
噛
調
a

1
1
1
1
J
1
1
1
11
1

1

1

11
1
1
1
1
1

一し
し
ま
す
か
ら
希
望
者
は
、
市
教

育

委

由

自

「

京

協

噂

F

躍
踏
脳
瞬
脳

E
E闘
現

m-園u
市

庁

舎

の

建

設

す

す

む

一員
会
ヘ

3
月
叩
日
ま
で
お
申
込
み
く
だ

一
園
田
園
.

.

 

，FJ・
羽

蜘

封
匹
圃

酬
明
羽
甜
蝿

a圃
圃
・
周
闘
騒
動
直
明
証

一

さ
い
。
た
だ
し
ぶ

高
校
へ
入
学
予
定
者

一
圃
'
画
・
園
田
溜
沼
健
一
ぷ
臨

FM
魁
司

糊
舗
額
二
繭
圃
圃
圃
・
圃
圏
一
一
圏
一一一

新
し
い
市
庁
舎
は
、
国
鉄
魚
津
駅
前

一
は
、
在
学
し
て
い
る
中
学
校
長
へ
お
竺

圃

---Rvt4V抱
渇
1

離
よ
H
薗

圏

園

田

踊

討

に
8
月
か
ら
建
設
中
で
す
が
、
い
ま
ま

一込
み
く
だ
さ
い
o

(

申
込
用
紙
は
教
育

園

・

閉

謀

、

;

J

端
嘩
骨
鵠
酒
園
園
間
画
宙
開
断
楢

崎

で
に
四
階
ま
で
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち

一
委
員
会
に
あ
り
ま
す
〉

一
1
1
1
1
1

j

割
鼠
朝
簿
一
幽
置
園
周
醐
踊
脚
胸
組
理
体

一

一

婦
人
の
教
養
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

欝

譜

面

圃

盟

麗

題

山刈

込
み
ゃ
給
排
水
、
電
気
設
備
工
事
な
ど

一
マ
お
貸
し
す
る
金
額

一
に
各
地
区
で
婦
人
学
級
が
ひ
ら
か
れ
て

議

謡

圃

簡

導

;

終
わ
り
、
予
定
ど
お
り
工
事
が
す
す
一

・
大
学
の
場
合
は
用
額
三
千
円

一
お
り
ま
す
。
2
月
の
日
夜
の
と
お
り
。

議

論

ゆ

画
圃
闘
闘
園
田
明
年

め
ら
れ
て
い
ま
す
o

一
・
高
校
の
場
合
は
月
額
一
千
円

一
八
魚
津
V

2

7

7

成
人
病
対
策

補
正
時
ぽ
髄
圃
園
田
闘
闘
騨
品

F
-，

こ
の
庁
舎
は
、
延
面
積
六
千
六
百
一
マ
奨
学
資
金
は
次
の
よ
う
な
場
合
に
約

一

却
日
H
簡
単
な
電
気
器
具
の
修
理

崎
隅
踊
聞
脚
臨
圃
圃
闇
圃
園
田
勝
鵠

一
主

五
十
平
方
M
州、
総
工
費
二
億
円
で
建
て

一

り
ら
れ
ま
す
。

.

一

八
四
布
施
V

Z
用

e日
H
料
理
講
習

鋪

適

温

園

田

圏

量

増

ゆ

ら
れ
で
い
る
も
の
で
、
乙
の
あ
と
、

3
一
・
市
内
に
居
住
す
る
人

一

9
日
リ
料
理
講
習

m
y裂
の

臨

瀦
動
開
幽
圃
圃
盤
闘
臨
都
議

r
y

可
。上
旬
ま
で
に
五

・
六
階
や
別
棟
の
コ
一

・
学
資
の
支
払
い
が
困
難
で
あ
る
人

一

そ
菜
栽
階

樹
齢
鞍

蹴
翻
園
調
園
調
闘
関
紙
幽
R
J
♂

ン
ク
リ
l
卜
打
ち
込
み
を
終
わ
る
こ
と

一
・
身
体
強
健
、
品
行
方
正
で
あ
っ
て
学

一
八
道
下
V

2
月
6
日
H
手
芸
講
座

繊
闘
関
踊
歯
菌
臨
圏
闘
開
閉
撒
嗣
昨
・
に
な
フ
て
い
ま
す
0

ひ
き
つ
づ
き
建
具

一

業
成
績
の
良
い

λ

一

目
日
H
料
理
拍
一
諸
国

日
日
日
市
政
講

踏
襲
鮪
瀦
謡
圃
圃
園
調
醐
関
崎
議
機
司

一

一

l

f

一

座
日
日
日
家
庭
教
育
講
座

制
強
鑓
腿
盟
副
園
競
翻
麟
線
科
h

工
事
や
モ
タ
ル
防
一
氷
工
事
1
4
月
か
一

・
在
学
し
て
い
る
学
校
長
の
笠
間
カ
あ

一

H
成
人
病
予
防
と
そ
の
対
策

鴻
都
撮
麟
瀦
闘
圏
闘
劉
醐
樹
園
贋

3
1wh
ら
は
内
装
工
事
な
ど
こ
と
り
か
か
り
、

一

る
人

一

議

闘
闇
嗣
噂
川町
9
月
未
に
完
成
す
る
を
す
o

一
・
富
山
県
奨
学
資
金
、
日
本
育
英
会
、

一
1
誌

の

担

当

謹

一

d
溜

麺

彊

調

朝

起

問

一
(
写
真
、
建
設
工
事
中
の
市
庁
舎
)
一
母
子
福
祉
資
金
な
ど
、
学
資
の
貸
与

一

日
省
力
農
業
技
術
叩
日
日
母
子
保

'

d
E
li

-
ii
i
;
i
1
・

一

を

受
け
て
い
な
い
人

一

健
対
策
同
白
川
栄
養
講
座
お
よ
び

一

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
U
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
U
H
H
M川
H
H
H
H
U
H
-
H
H
H
H
H
H
H

一

実
習

3
月
3
日
日
セ
l
ナ
l
苑
、

一

国

税
の
預
金
口
座
振
替

一

流
杉
老
人
ホ
ー
ム
見
学

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
場
合
で
も

一

tし

こ
よ
る
納
税
制
度
ま
、
笑

源

泉

所

得

税

の

一
八
下
野
方

Y
ぺ
叩
日
日
正
場
見
学
同

事
業
税
ま
た
は
、
住
民
枕
の
申
告
書

一
訟
の

十

;

一

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
ず
か
ら一

納

付

問

問

μれ
れ

一

開

制

還

付

申

告

は

早

め

に

一

一

削

減

税

育

制

時

以

教

朝

日

む
注
意
く
だ
さ
い
o

j

一
る

き
め
ら
れ
て
い
ま
す
o

こ

の

税

務

署
で
は
、
源
泉
所
得
税
の
還
付

一
八
松
倉
V
1
2
月
8
日
H
家
庭
電
化
と

住

炉

問

時

品

川

一
一

民

間

む

口

訪

日

付

守

る

た

め

の

申

告

を

受

付

け

て

い

一

見

山

間

関

刊

訂

申
告
期
限
ど
同
じ
よ
う
に
3
月

日

一
替

剰

に

つ

い

て

の

み

適
用
さ
れ
マ
還
付
は

2
月

日

露

両

日

と

一
八
天
神
V

2
月
間
日
H
市
政
を
き
く

こ
改
め
ら
れ
ま
し
た
か
ら
期
限
に
主

張

も

確
定
申
告
三
期
分
が
菌
目

、
!
J
¥
こ

f
し

一

日
日
H
修
長
講
出

3
月
3
日
日
女

'

れ
な
い
よ
う
申
告
し
で
く
だ
さ
い
。

一
指

粉

さ
れ

て

い

ま

せ

ん

わ

し

こ

ヰ

!

還

イ

ま

す

が

一

U
一

の
ル
あ
わ
せ

こ
れ
ら

i
に
つ
い
守
♂
か
日

一
時

淵

た
o

こ
の
た
め

納

税

者

か

引

れ

と

れ

刊

誌

は

町

山

降

引

寸

制

施

V

2
月
刊
日
日
隊
と
姑
の

に
な
ら
な
J
症
が
ゆ
り
・
3
し
1
ら
-
f
一

ら
不
一
悦
で
あ
る
と
い
う
声
文
払
い
に
な
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
o

一
八
加
積
V

2
月
間
回
日
明
る
い
人
間

得
税
に
つ
い
て
は
税
務
署
、
個
人
事
一

'

が
多
か
っ
た
の
で
、
今
回

l
ト

ー

。

一

生

晴

幻

日
H
市
政
を
き
く

、

業
税
に
つ
い
て
は
県
税
事
務
所
、
倒

一
の
確
定
し
里
易
か
ら
希
望
者
二
つ
1

て

ヤ

一め

γ
申
告
書
を
提
出
願
い
ま
す

一
八
綜
H
V

ロ
日
川
映
画
「
婦
人
と
ガ

一

J

j

小

し

・:
申
告
書
用
紙
は
、
昨
年
の
還
付
事

一
一
/
」
日
日
H
市
政
を
学
ぶ

人
住
民
税
に
つ
い
て
は
市
役
所
へ
お

一実
施
で
き
る
よ
う
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

績
に
よ
り
1
月
中
旬
お
送
り
し
ま
し

一

1
人
間
関
係
じ
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

一

士
一
刻
分
の
利
則
こ
つ
、
て
は
、
税
務

一
八
下
中
島

V

2
月
刊
日
H
成
人
病
に

じ

一
一

-

f
i
v

s

た
が
、
新
た
に
申
告
さ
れ
る
人
は
、

一

ま
た
、
乙
と
し
も
国
、
県
、
市
j

ノ
一著
か
ら
往
復
は
が
き
で
、
日
座
振
替
の

e

一

つ
い
て
お
臼
H
女
の
し
あ
わ
せ

同
の
納
税
州
事
訴
を
附
設
す
る
こ
と

一笑
施
に
ヨ
い
て
了
解
を
求
め
て
お
り
ま
税
務
署
へ
用
紙
を
ご
請
求
く
だ
さ

一
八
片
貝

V

2
月
却
日
H
政
治
講
座

-

e

い

。

(

魚

樟

税

務

署

)

一

3
月
3
日
件
生
花
講
習

'
に

な

っ

て

い

ま

す

。

す

の

で

〈

ご

協

力

願

い
べま
す
。

白

一

、(写
真
上
中
・
局
婦
人
学
級
で
)

--.41年中の人口動態・一一一-i

L.出生前平より49人少ない…:
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-
公
園
、
墓
地
に
関
す
る
も
の

.
衛
生
問
題

・
住
宅
に
つ
い
て

.
社
会
福
祉
関
係

・
水
路
の
改
修
な
ど

・
国
保
、老
令
年
金
、厚
生
年
金

.
登
記
に
関
す
る
乙
と

・
公
害
問
題

・
医
療
問
題

一

・
財
産
、
借
金
に
つ
い
て

い

・

融
資
問
題

致

・

助
成
金
交
付
に
つ
い
て

り

・

農
道
、
林
道
の
設
置
、

見

補
修

円

・

ほ
場
整
備
に
つ
い
て

日

・

防
犯
灯
に
関
す
る
こ
と

幻

・

都
市
計
画
、
保
留
地
に

に

つ

い

て

中

・

高
架
橋
工
事
に
つ
い
て

芋

・

借
地
図
に
お
け
る
家
屋

ト

の

問

題

三

↓

・

下
水
管
設
置
に
つ
い
て
二

.

・
そ

の

他

三

七

相
談
室
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら

の
相
談
事
項
や
市
政
に
対
す
る

要
望
、
陳
情
書
な
ど
は
処
理
経

過
を
-記
入
し
、
市
長
や
助
役
、
関
係

課
に
回
覧
す
る
と
と
も
に
、
市
議
会

に
も
取
り
扱
い
件
数
を
報
告
し、

市

政
に
反
映
す
る
よ
う
つ
と
め
て
い
ま

す。
市
民
相
談
室
は
、
市
位
所
の
窓
口

案
内
は
も
ち
ろ
ん
、
市
政
に
つ
い
て

の
要
望
や
苦
情
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
十
分
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

津色

八
聞
い

V
国
民
年
金
は
、
長
期
的
な
貯

蓄
だ
と
い
わ
れ
て
ド
ま
す
が
、
他
の

貯
蓄
と
出
べ
て
得
で
し
ょ
う
か
。

八
お
答
え

V
乙
ん
な
得
な
貯
蓄
は
な
い

と
い
え
ま
す
。

他
の
保
険
や
貯
蓄
は
、
す
べ
て
本

人
の
納
め
た
お
金
を
積
立
て
る
だ
け

で
す
が
、
国
民
年
金
は
加
入
者
が
毎

月
掛
け
て
い
る
保
険
料
の
ほ
か
に
、

国
が
保
険
料
の
半
額
を
つ
ぎ
足
し
て

積
立
て
、
給
付
の
財
源
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
将
来
生
活
水
準
の
向
上

ゃ
、
物
価
の
値
上
が
り
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
年
金
の
計
算
を
や
り
な
お

し
、
受
け
取
る
年
金
額
の
実
質
価
値

を
保
障
し
ま
す
。
例
え
ば
国
民
年
金

に
刊
年
加
入
し
て
い
た
場
合
、
掛
け

た
保
険
料
は
、
十
四
万
円
余
り
で
す

が
、
老
令
年
金
を
一
年
半
受
け
取
れ

ば、

ζ

れ
に
見
合
う
金
額
に
な
る
わ

け
で
す
。
十
年
間
生
き
て
お
れ
ば
次

の
表
の
と
お
り
、
九
十
六
万
円
も
受

け
取
る
こ
と
に
な
り
、
老
後
の
生
活

の
安
定
に
役
立
ち
ま
す
。

さ
ら
に
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
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保
険
証
は
た
い
せ
つ
な

身
分
証
明

書

で
す

お
医
者
さ
ん
に
み
て
も
気
で
あ
る
乙
と
を
話
し
て
く
だ
さ
い
。

ら
う
と
き
は
必
ず
被
保
険
ま
た
、
す
ぐ
に
市
役
所
保
険
衛
生
課
へ

者
証
を
窓
口
に
提
出
し
て

申

し
出
て
ど
相
談
く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。
提
出
し
な
い

と
き
は
、
原
則
と
し
て
、

医
療
費
の
全
額
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
乙
れ
は
病
気
が
な
お
る
ま
で

診
療
を
受
け
る
乙
と
が
で
き
る
た
い
せ

つ
な
身
分
証
明
書
で
す
。
治
療
が
終
わ

っ
た
ら
被
保
険
者
証
に
記
録
し
て
も
ら

い
ま
し

ょ
う
。

五五五五六六六八 八 八 九 九四五五三四

八
貸
し
借
り
は
で
き
ま
せ
ん

V

あ
な
た
の
被
保
険
者
は
、
あ
な
た
と

家
族
(
証
に
記
入
さ
れ
て
い
る
家
族
)

だ
け
に
通
用
す
る
も
の
で
、
他
人
と
の

貸
借
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

人
に
貸
し
た
り
、
借
り
た
り
す
る
と

法
律
に
よ
っ
て
処
闘
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
ず
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
ケ
ガ

な
ど
の
場
合
V

八
被
保
険
者
証
が
使
え
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
V

故
意
に
事
故
を
起
こ
し
た
り
、
け
ん

か
、
酔
っ
ぱ
ら
い
で
事
故
を
起
こ
し
た

り
、
い
ち
じ
る
し
い
不
行
跡
で
病
気
に

な
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
美
容
の
た
め

の
盤
形
術
、
正
常
な
お
産
、
身
体
に
異

常
を
感
じ
な
い
と
き
の
健
康
診
断
な
ど

の
場
合
は
、
被
保
険
者
証
は
使
え
ま
せ

ん
u十

円
以
内
に
届
出

国
保
加
入
や
転
出

の
と
き

国
民
健
康
保
険
法
で
は
、
世
帯
に
異

動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
世
帯
主
は
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

成
人
の
抱
負
な
ど

話

し

合

う

て
い
ま
す
。
と
く
に
、
職
場
保
険
か
ら

の
加
入
や
脱
温
な
ど
の
と
き
に
は
、
保

険
税
が
月
割
に
な
る
関
係
も
あ
り
、
お

忘
れ
な
く
、
市
役
所
市
民
課
窓
口
で
手

続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
資
格
を
得
る
場
合

H
+日
以
内
に

.
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き

.
職
場
の
健
康
保
険
奈
ぬ
け
た
と
き

・
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
な
く
な

っ
た
と
き

・
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

マ
資
格
を
失
う
場
合
H
十
日
以
内
に

.
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ

た
と
き

.
死
亡
し
た
と
き

マ
そ
の
他
日
す
み
や
か
に

・
住
所
、
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

・
世
情
主
が
変
わ
っ
た
と
き

・
検
認
や
更
新
の
と
き

・
他
人
の
行
為
に
よ
っ
て
(
自
動
車
事

故
な
ど
)
起
き
た
事
故
の
と
き

異
動
届
け
に
は
被
保
険
者
証
、
職
場

の
被
保
険
者
証
ま
た
は
そ
れ
に
か
わ
る

証
明
書
と
印
鑑
を
お
持
ち
願
い
ま
す
。

マ
・:
全
国
か
ら
差
し
出
さ

れ
る
郵
便
物
数
は
、
年

間
ゃ
く
百
億
通
、
そ
の

-
通
、

一
通
が
、
間
違

い
な
く
届
く
よ
う
郵
便

局
で
は
日
夜
努
力
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、

た
く
さ
ん
の
郵
便
物
の

な
か
に
は
、
届
か
な
か

っ
た
り
、
中
味
が
足
り

な
か
っ
た
り
す
る
よ
う

な
事
故
が
と
き
ど
き
あ

り
ま
す
。

マ
・:
こ
の
よ
う
な
事
故
が

あ
っ
た
場
合
は
、
近
く
の
郵
便
局
に

申
し
出
て
い
た
だ
き
ま
す
と、

郵
便

局
で
は
、
必
要
な
事
項
を
お
聞
き
し

て
、
局
に
備
え
付
け
の
用
紙
に
記
入

し、

こ
れ
に
よ
り
郵
政
監
察
官
が
調

査
し
て
、
そ
の
結
果
を
回
答
す
る
乙

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

マ
・:と
こ
ろ
が
、
利
用
者
の
な
か
に
は

「
普
通
郵
便
に
現
金
を
入
れ
た
か
ら

郵
便
局
へ
申
し
出
る
と
違
反
に
問
わ

れ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
思
っ
た
り

ま
た
、

「
書
留
に
し
な
か
っ
た
の
で

郵便が届かなかった

ときは申告を

多

か
つ

た
十
一
指
腸
虫
卵

寄

生

虫

検

査

の

結

果

市
で
は
、
ロ
月
に
寄
生
虫
検
査
を
実
指
腸
虫
卵
一
人
、
姻
虫
卵
一
人
が
あ

施
し
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
は
次
の
よ
り
、
乙
の
有
卵
者
率
は
一

・
二
校
で

う

に

な

っ

て

い

ま

す

。

し

た

。

マ

一
般
市
民

寄
生
虫
卵
の
あ
っ
た
人
に
は
、
医
師

検
査
を
受
け
た
人
は
一
万
-
千
三
百

と
ご
相
談
の
う
え
、
駆
除
さ
れ
る
よ
う

五
十
三
人
で
、
こ
の
う
ち
寄
生
虫
卵
通
知
し
ま
し
た
が
、
せ
っ
か
く
栄
養
を

が
発
見
さ
れ
た
人
は
二
百
六
十
人
あ
と
っ
て
も
、
寄
生
虫
に
と
ら
れ
て
は
何

り
ま
し
た
。
有
卵
者
率
は
二

・
三
析
に
も
な
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
か
ら
だ
の

で

し

た

。

衰

弱

や

病

気

の

も

と
に
な
り
ま
す
。
本

乙
の
内
訳
は
、
十
二
指
腸
虫
卵
百
八
人
は
も
ち
ろ
ん
家
族
も
い
っ
し
ょ
に
、

十
八
人
、
鞭
虫
卵
四
十
四
人
、
姻
虫
も
う
い
ち
ど
検
査
を
受
け
て
み
ま
し
ょ

卵
十
九
人
、
蜂
虫
卵
四
人
、
東
洋
毛
ぅ
。

犠
線
虫
卵
三
人
、
条
虫
卵
二
人
と
な
病
気
の
予
防
対
策
と
し
て
、
市
で
は

っ

て

い

ま

す

。

毎

年

、
乙
の
寄
生
虫
検
査
を
行
な
っ
て

マ
保
育
園
児

い
ま
す
が
、
検
査
を
受
け
る
人
が
割
合

検
査
人
員
千
三
百
六
十
五
人
の
う
ち
に
少
な
い
よ
う
で
す
。
〈
引
年
は
二
四

銭
虫
卵
の
保
有
者
は
百
三
十
人
も
あ
が
む
自
分
の
か
ら
だ
を
守
る
た
め
に
、

り
、
有
卵
者
率
は
二
ハ

・
三
官
で
し
年
に
い
ち
ど
は
、
寄
生
虫
検
査
を
受
け

た
。
乙
の
ほ
か
鞭
虫
卵
五
人
、
十
二
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

よ

化

許

、
つ

は

お

保

と

避

に

に

強

、

件

に

て

て

に

る

。

、

淵

正

が

と

事

管

っ

o

し

所

な

う

は

絶

一
改
務

す

な

保

た

と

に

場

に

よ

と

一
ど
-
つ

一
部
義

ま
き

o

あ

乙

別

る

在

し

と

か

う

γ
2
ょ

一
一
管

し

大

す

に

い

は

あ

不

ま

る

ほ

よ

-j
し

一
の
保
支

、
ま

管

な

所

の

間

き

す

の
し

銃

ま

一
法

の

違

く

り

保

か

場

錠

期

お

管

合

ま

一
i

一

砲

に

な

あ

。

、
お

管

施

長

て

保

場

し

一
気

し

…
祈

飾

れ

で

が

う

し

て

保

り

ど

し

を

る

に

さ

意

一
取
ど
こ

り

れ

よ

管

し

の

限

な

に

ど

い

う

…
Z
主

一
等
な

、
か

そ

し

保

ん

と

る

ぎ

重

な

て

よ

コ

一

持

銃

し

ば

お

ま

ら

て

包

き

o

稼

厳

砲

れ

い

ー
に

一

所

気

も

る

る

し

白

装

実

o

で

う

出

を

銃

o

ら
な

…
針

管

一
類
空

o
れ

す

意

は

を

と

う

は

よ

、

管

に

う

め

さ

-
胤

呆

…
剣

、

た

さ

生

注

ど

ど

ど

よ

ど

し

行

保

内

よ

認

渡

一
週

{

…
万
銃

し

消

発

分

な

な

な

し

な

ま

旅

、

車

し

で

に

~
胞
猟
ま
取

が

十

銃

包

銃

ま

銃

し

期

は

動

ま

令

人

銃

、

れ

が

故

て

猟

実

猟

き

猟

管

長

き

白

け

法

他

り

さ

可

事

い

b

b

h

v

k

v

b

b

調
べ
て
も
ら
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
の

で
な
い
か
」
な
ど
と
あ
き
ら
め
て
、

申
告
し
な
い
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

ど
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
事
故
が
あ

る
と
思
わ
れ
た
ら
ど
し
ど
し
申
告
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

(
魚
津
郵
便
局
)

満
百
歳
の
高
島
さ
ん

長
寿
を
祝
い
配
愈
品
贈
る

蛇
問
、
高
島
又
蔵
さ
ん
は

1
月
別
日

満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。
と
の
目
、
高
野
市
長
は
、
商
品
さ

ん
宅
を
訪
問
し
、
お
祝
い
状
と
銀
盃
一

組
を
贈
り
長
寿
を
視
い
ま
し
た
。
ま

た
、
県
か
ら
も
寝
具
一
式
が
社
会
福
祉

課
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

高
島
さ
ん
は
、
慶
応
三
年
一
月
二
十

日
生
ま
れ
で
、
当
市
で
は
す
で
に
亡
く

な
ら
れ
た
高
岸
れ
い
さ
ん
、
石
坂
よ
す

さ
ん
の
百
歳
に
つ
い
で
三
人
目
で
す

が
、
男
で
は
初
め
て
で
す
。

(
写
真
市
長
か
ら
お
祝
い
を
受
け
る

高
島
さ
ん
)

寄

付

三
万

円

北

鬼

江

大

崎

康

世

一

万

円

北

鬼

江

河

上

文

吉

七

千

円

神

明

町

沢

井

き

よ

七
千
円
新
金
屋
町

吉
村

ム

ラ

五

千

円

岡

町

島

崎

藤

助

五
千
円
新
町

久
和

藤

作

三

千

円

文

化

町

梅

田

孝

正

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

八
歳
末
た
す
け
合
い
運
動
募
金

V

社
会
福
祉
事
務
所
で
受
付
け
し
ま
し

た
歳
未
肪
け
合
い
運
動
寄
付
金
は
二
十

五
件
で
、
十
四
万
三
千
四
百
六
十
八
円

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
市
内
の
保
護
世
帯
や
母

子
寮
の
ほ
か
、
老
人
ホ
l
ム
入
所
者
、

養
護
施
設
な
ど
へ
分
配
し
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
と
ざ
い

ま
し
た
。

他
人
に
ケ
ガ
(
自
動
車
事
故
な
ど〉

を
さ
せ
ら
れ
た
り
、
そ
の
た
め
に
病
気

を
起
こ
し
た
と
き
は
、
加
害
者
に
損
害

賠
償
金
の
請
求
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
治
療
し
て
も
ら
っ
た
お
医

者
さ
ん
に
、
他
人
の
た
め
の
ケ
ガ
や
病
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叫
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れ
一

薦
さ
れ
た
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十
四
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一
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V

1

0
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|

一
公
民
館
長
、
教
育
委
員
、
市
長
、
市
議

竺

↓

一
0
5
0
5
0
5
0

代

だ

さ

i
h
-
-
f
f
i
p
--P
一
長
ら
が
出
席
し
て
、
会
食
を
と
も
に
し

配

布
宇
一
2
2
3
3
4

4
5

M

回

定

資
J

産

見

立
な
が
ら
、
佐
々
木
市
連
青
団
長
の
司
会

て

臨

副

剣

引

割

引

受

一

国

民

健

康

保

険

制

四

期

分

小
一で
す
す
め
ゆ
れ
ま
し
た
。

け
る
人
の
計
算
は
、
次
の
表
の
よ
う

川

納
期
限
ま

22日
で
す

と

成

人

す

ら

は

、
社
会
人
と
ん
話

H

i

t
-自
分
を
よ
く
見
き
わ
め
、
責
任
を
も
っ

に
わ
ず
か
二
千

i
三
千
円
を
納
め
て

叫
ム
:
・昭
和
引
年
度
の
市
税
の
納
期
は
こ
て
す
す
み
た
い
、
自
覚
を
も
っ
て
仕
事

い
る
だ
け
で
、
掛
け
た
保
険
料
の
明
ム

2
月
末
で
終
わ
り
ま
す
o

立
に
精
出
し
ヒ
い
な
ど
、
二
十
歳
の
抱
負

百
倍
も
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
叩
ま
だ
納
め
て
お
ら
れ
な
い
税
金
に
土
や
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
国
民
年
金
制
度
は
ん
は
、
延
滞
金
や
替
促
手
数
料
が
っ
と
こ
の
ほ
か
戦
争
の
考
え
方
、

結
婚
問

た
い
へ
ん
得
な
も
の
で
す
ヵ
、
せ
っ
一
い
て
い
ま
ず
か
ら
、
早
め
に
納
め
土
題
、
青
年
団
活
動
、
市
政
に
つ
い
て
な

か
く
加
入
し
て
い
て
も
、
保
険
料
を

~

H一
ど
活
発
な
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

一

て

く

だ

さ

い

。

三

納
め
て
い
な
い
と
き
(
免
除
者
を
除

JE-
--t
t
r・-r
t--2
2
3
3・3
F
-
J
E
t----い
(
写
真
な
ご
や
か
に
話
し
合
う
成
人
者
)

ん
ゲ

ム
グ

タ

ム
ゲ

タ

タ

ム
ゲ

消
火
せ
ん、
貯
水
池
な
ど
の

除
雪
に
も
ご
協
力
を

乙
と
し
は
、
例
年
に
な
く
雪
が
多
く

一

市
民
の
み
な
さ
ん
は
除
雪
に
た
い
へ
ん

一

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一

降
雪
の
際
の
火
災
は
、
消
火
活
動
が

一

や
り
に
く
く
大
事
に
至
り
ま
す
の
で
、
一

せ
ま
い
道
路
の
除
雪
、
消
火
せ
ん
や
防

一

火
貯
水
池
な
ど
の
除
.宮
に
も
と
協
力
を
F

お
願
い
し
ま
す
。

一

冬
期
間
は
、
渇
水
期
の
た
め
各
用
水

一

も
減
水
し
た
り
し
ま
す
の
で
、
各
ご
家

一

庭
で
は
1

火
の
元
に
十
分
注
意
し
て
、

火
災
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
新
潟
博
」

を
あ
っ
旋

入
場
前
売
券

「
開
港
百
年
、
震
災
復
興
記
念
新
潟

博
」
が

7
月
8
日
か
ら
8
月
引
日
ま
で

新
潟
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
乙
の
入
場

前
売
券
が
、
大
人
一
枚
二
百
五
十
円
(

当
日
売
り
三
百
円
)
で
あ
っ
旋
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
せ
い
ぜ

い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
前
売
券
に
は
、
シ
l
y
お
よ

び
番
号
が
つ
い
て
お
り
、
抽
選
に
よ
り

景
品
が
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
乙
の
取
り
敏
い
は
市
役
所
商
工
水
産

課
で
行
な
っ
て
い
烹
す
。

自
動
車
の
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ

受
信
契
約
お
す
み

で
す
か

自
動
車
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
ラ

ジ
オ

・
テ
レ
ピ
は
、
ご
家
庭
用
の
ラ
ジ

オ
・
テ
レ
ビ
と
は
別
に
受
信
契
約
を
し

て
い
た
だ
く
乙
と
に
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
受
信
料
は
一
か
月
五
十
円
で
す
。

ま
だ
受
信
契
約
が
お
す
み
で
な
い
方
は

N
H
K
集
金
員
か
、
も
よ
り
の
北
陸
電
『

力
、
郵
便
局
、
ラ
ジ
オ
商
ま
で
お
申
込

一

み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

(
N
H
K
富
山
放
送
局
〉

八
日
曜
休
日
の
当
番
医
V
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